
１
布
忍
小
学
校
の
人
権
・
部
落
問
題
学
習
で

大
切
に
し
て
き
た
こ
と

Ｉ
継
承
す
る
三
つ
の
視
点
と
展
開
の
柱
Ｉ

嚇
人
権
・
部
落
問
題
学
習
で
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
は
、
次
の
三

の
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ｊ
 

凧
①
自
分
の
生
活
、
親
の
働
く
姿
、
生
い
立
ち
・
自
分
史
に
返
し
て
、

｜
自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
る
こ
と
。

つ
②
地
域
の
人
か
ら
の
聞
き
取
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
を
通

抄
し
て
子
ど
も
た
ち
の
出
会
い
・
体
験
・
感
動
を
大
切
に
、
地

夕
域
と
結
ん
だ
人
権
・
部
落
問
題
学
習
を
進
め
る
こ
と
。

口
③
子
ど
も
や
親
の
思
い
を
集
団
に
返
す
こ
と
、
地
域
子
ど
も
会
と

肌
連
携
し
、
子
ど
も
の
立
ち
上
が
り
を
通
し
て
学
級
集
団
の
質
を

ぬ
高
め
る
、
集
団
づ
く
り
と
結
ん
だ
人
権
・
部
落
問
題
学
習
を
進

ｒ
 3９ 

特
集
３
こ
れ
か
ら
の
人
権
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
の
手
法

連
携
し
、
一

高
め
る
、
』

め
る
こ
と
。 「
ぬ
の
し
よ
う
、
タ
ウ
ン
・
ワ
ー
ク
ス
」
の
展
開

こ
れ
ら
の
三
つ
の
視
点
で
、
学
習
方
法
や
学
習
形
態
を
工
夫
し

て
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
中
で
継
承
す
べ
き
四
点
の
具

体
的
な
展
開
の
柱
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

①
各
学
年
の
年
間
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
｜
年
間
を
通
し
て
取
り
組

む
こ
と
。
六
年
間
の
系
統
化
と
通
年
化
で
あ
る
。

②
「
聞
き
取
り
」
を
基
に
し
た
地
域
教
材
、
父
母
か
ら
の
聞
き
取

り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
人
と
の
出
会
い
や
体
験
・
感
動

の
学
び
の
ス
タ
イ
ル
を
活
用
す
る
こ
と
。

③
ク
ラ
ス
の
中
で
の
「
語
る
会
」
・
ク
ラ
ス
討
論
な
ど
を
通
し
て
、

｜
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
立
ち
上
が
り
と
仲
間
と
の
思
い
の
共

有
を
通
し
て
、
集
団
の
質
を
高
め
る
集
団
づ
く
り
と
結
ん
だ
学

習
を
進
め
る
こ
と
。

④
校
内
全
体
で
「
人
権
・
部
落
問
題
学
習
集
中
週
間
」
を
各
学
期

に
設
定
し
て
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
。 林
和
広
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「
ぬ
の
し
よ
う
、
ダ
ウ
ン
・
ワ
ー
ク
ス
」
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム

（
１
）
「
ぬ
の
し
よ
う
、
タ
ウ
ン
・
ワ
ー
ク
ス
」
の

年
間
テ
ー
マ

『
学
び
と
人
権
・
共
生
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」
を
テ

ー
マ
に
、
地
域
（
校
区
、
松
原
、
大
阪
、
ア
ジ
ア
）
を
通
し
て
、

部
落
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
人
権
課
題
を
学
ん
で
い
く
。

各
学
年
の
年
間
テ
ー
マ

一
年
：
な
か
ま
、
あ
そ
び

二
年
：
な
か
ま
、
あ
そ
び
へ
ち
い
き

三
年
：
地
域
、
暮
ら
し
（
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
育
と
結
ん
で
）

四
年
：
労
働
（
部
落
問
題
学
習
、
環
境
教
育
と
結
ん
で
）

五
年
：
自
分
史
、
共
生
（
部
落
問
題
学
習
、
多
文
化
教
育
と
結
ん

で
）

六
年
：
歴
史
と
未
来
・
平
和
（
部
落
問
題
学
習
、
多
様
な
人
権
教

育
と
結
ん
で
）

こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、
ム
ラ
の
子
ど
も
た
ち
に
「
自
分
を

好
き
だ
」
と
思
い
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
し
、
自

分
の
将
来
を
選
択
し
て
い
く
生
き
方
を
培
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

２
新
し
い
人
権
学
習
「
ぬ
の
し
よ
う
、
ダ
ウ
ン
・

ワ
ー
ク
ス
」
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り

私
た
ち
は
、
自
己
実
現
を
目
指
す
子
ど
も
の
育
成
に
は
、
「
自
己

教
育
力
」
と
「
豊
か
な
人
権
意
識
」
と
「
自
尊
感
情
」
の
育
成
が

キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
考
え
て
い
る
。
な
か
で
も
、
国
際
理
解
、
環
境
、

福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
今
曰
的
か
つ
多
様
な
人
権
教
育
課
題

に
子
ど
も
達
が
ふ
れ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
共
感
す
る
心
を
育
み
、

「
自
分
を
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
感
じ
、
自
分
と
人
間
に
誇
り
」

を
持
て
る
感
性
を
培
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま

な
出
会
い
や
体
験
を
通
し
て
お
互
い
が
よ
り
豊
か
に
な
れ
る
こ
と

を
目
指
し
た
い
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
に
、
人
権
教
育
の
「
知
識
・
態
度
・
ス
キ
ル
」
の
育

成
を
目
指
し
て
、
統
合
的
に
押
し
進
め
て
い
き
、
そ
の
中
で
育
み

た
い
態
度
や
ス
キ
ル
、
そ
の
た
め
の
五
つ
の
課
題
を
明
ら
か
に
し

た
。〈
態
度
〉

・
人
間
へ
の
尊
厳

・
セ
ル
フ
エ
ス
テ
ィ
ー
ム
の
育
成

・
協
力
で
き
る
力

・
共
感
し
合
え
る
心

〈
ス
キ
ル
〉

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

・
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ネ
ス

・
意
志
決
定
力

〈
五
つ
の
課
題
〉

①
選
択
・
参
加
。
体
験
型
の
多
様
な
学
び
の
ス
タ
イ
ル
を
導
入
し
、

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
学
ぶ
こ
と
を
大
切
に
す
る
。

②
地
域
の
人
び
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
び
と
と
の
出
会
い
や
体
験
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
多
様
な
人
権
課
題
を
学
ぶ
。

③
地
域
（
校
区
・
松
原
・
大
阪
）
の
人
び
と
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
の
中
で
、
人
権
・
総
合
学
習
を
進
め
る
。

④
仲
間
と
気
持
ち
で
つ
な
が
り
合
う
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
が
か

け
が
え
の
な
い
自
分
を
感
じ
合
え
、
共
に
行
動
に
移
せ
る
態
度

や
技
能
（
ス
キ
と
を
身
に
つ
け
た
自
立
し
た
個
人
と
集
団
づ

く
り
を
め
ざ
す
。

⑤
と
り
わ
け
、
ム
ラ
の
子
ど
も
た
ち
が
新
し
い
多
様
な
人
権
教
育

課
題
を
選
択
・
参
加
・
体
験
・
感
動
を
通
し
て
学
ぶ
中
で
、
自

分
自
身
で
「
気
づ
く
」
Ｔ
加
害
性
の
認
識
等
）
こ
と
を
大
切
に

し
た
い
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
出
会
い
を
通
し
て
、
ム
ラ
の
子
ど

も
た
ち
が
自
ら
の
生
活
や
父
母
の
労
働
・
生
い
立
ち
に
重
ね
合
わ

せ
共
感
す
る
心
を
さ
ら
に
育
み
、
そ
し
て
部
落
問
題
を
よ
り
深
く

考
え
て
い
く
こ
と
を
大
切
に
し
た
い
。
こ
の
よ
う
な
他
者
へ
の
共

感
と
そ
れ
を
通
し
た
自
分
自
身
の
立
ち
上
が
り
が
、
仲
間
と
の
つ

な
が
り
を
さ
ら
に
深
め
。
広
げ
、
仲
間
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

（
２
）
 ワークス】のカリキュラム
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ム
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施
）
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4２ 

（
３
）
学
習
形
態
及
び
方
法

①
一
学
期
は
、
子
ど
も
た
ち
が
多
様
な
人
権
教
育
課
題
に
迫
れ

る
よ
う
自
己
選
択
で
き
る
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
多
様
な
活
動

や
出
会
い
や
体
験
が
で
き
る
こ
と
を
ポ
イ
ン
ト
と
す
る
。

②
二
学
期
は
、
子
ど
も
の
自
己
選
択
に
よ
る
体
験
型
学
習
ス
タ

イ
ル
を
取
り
入
れ
、
こ
れ
ま
で
の
人
権
・
部
落
問
題
学
習
の

内
容
を
自
分
の
生
活
や
父
母
に
返
し
て
考
え
る
こ
と
を
ポ
イ

ン
ト
と
す
る
。

③
時
間
設
定
は
、
学
期
毎
の
集
中
週
間
期
間
内
の
特
設
時
間
を

基
本
と
す
る
が
、
ス
キ
ル
を
育
て
る
た
め
に
、
総
合
学
習
「
ぬ

の
し
よ
う
、
ダ
ウ
ン
・
ワ
ー
ク
ス
」
の
時
間
を
設
定
し
、
総

合
的
、
継
続
的
な
取
り
組
み
を
行
う
。

例
え
ば
、
三
年
生
で
は
、
校
区
内
の
お
年
寄
り
の
方
と
の
交

流
を
年
間
通
し
て
計
画
し
、
双
方
向
の
交
流
を
活
発
に
行
っ

て
い
る
。

④
こ
れ
ら
の
学
習
を
総
合
す
る
も
の
を
企
画
す
る
。
昨
年
度
は

中
学
校
区
三
校
に
よ
る
「
三
中
校
区
ヒ
ュ
ー
マ
ン
タ
ウ
ン
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
た
。
と
り
わ
け
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン

イ
ベ
ン
ト
」
の
コ
ー
ナ
ー
は
子
ど
も
た
ち
が
様
々
な
取
り
組

み
を
発
表
し
、
地
域
の
人
び
と
と
の
交
流
を
深
め
る
場
と
し

て
実
施
し
た
。

！ 

：
山




